と、 少女の 身ぢ かに、 猫の 泣き ごえら しい ものが 出し 

抜けに した。 驚いて 見る と、 かわいい 小猫が、 どこか 

ら 来たの か、 少女の 傍に 来て いた。 前にいた 姉が 「誰 

にも 教えないで、 私達 だけで 飼いましょう よ」 と 云つ 

て、 傍に 寝かせて やる と、 おとなしく 寝て いた。 もと 

の 飼主が それ を 捜して いて、 見つかり でも するとい け 

ない と 思って、 二人 だけで こっそり とそれ を 飼って 

やって いると、 猫 はもう，. 婢 たちの 方へ は 寄りつ きも 

せず、 いつも 二人にば かり 絡みつ いていて、 物 もき た 

なげな の は 顔 を そむけて 食べようと もしなかった。 

一度、 姉が わずらって、 何かと 手が 無かった もの だ 



んだ 姉の 傍に 往 つてし まっている 間、 少女 は ひとりで、 

形見に 残った 穉ぃ 児た ち を 左右に 寝かしつ けて いた。 

い た ぶ き ち .\ 1 

知らぬ 間に 荒れた 板葺の ひまから 月が 洩れて、 乳児の 

顔に あたり、 それ を 無気味に 青ざめさせ ていた。 少女 

はふい と 前の 月夜の 事 を 思い出し、 その 顔へ 自分の 袖 

を かけて やりながら、 いま 一 人の 穉児を ひしと 抱き 締 

めて、 其処に いつまでも 顔 を 伏せて いた。 

二 

新しい 普請の 出来 上った 三 条の屋 形で は、 古い 池と 



い」 —— そんな 心細そう な 事ば かり を 云って いる 年老 

いた 父 を 一人で 旅に 出す の は、 勿論、 女に は 何よりも 

つらかった。 が、 すっかり おとなに なった 女の 身と し 

できに く 

て は、 父と 一し よに そんな 田舎へ 下る こと も 出来 悪 

かった。 

或 風 立った 日、 父が 京に 心 を 残し 残し 常 陸へ 下って 

往 つた 後、 女 はもう 物語の 事 も 忘れて しまった ように、 

明け暮れ、 東の 山ぎ わ を 眺めながら 暮らして いた。 「今 

頃お 父う 様 は ど ， J い らを 旅な す つてい らっしゃる だろ 

あずま たど 

う」 と、 穉ぃ頃 東から 上って きた 遠い 記憶 を迪 りなが 

ら、 その 佗びし い 道す じの 事 を 浮かべて いると、 父 恋 



もう 自分の 運命が 自分の 力 だけで はどうしょう もな く 

な つ て 来て いる 事に 気がつかずに はいられ なか つ た。 

しかし、 そういう 境界の 変化 も、 此 女の 胸 深く に 根 を 

下ろして いる、 昔ながら の 夢 だけ は いささか も 変える 

こと は 出来なかった。 女 は 自分の 運命が 思いの外に は 

かなく 見えて 来れば 来る 程、 一 層 それ を 頼りに し 出し 

ていた。 「こういう 少女ら しい 夢 を 抱いた まま、 埋も 

あいかわらず 

れ てし まう の も 好 い」 —— そうさえ 思 つ て、 女 は 相 不変. 

きちょう 

几帳の かげに、 物語ば かリ 見て は、 はた 目に はいかに 

も 無為な 日々 を 送って いた。 

「そう やつ てなん にも 為ずに いらつ しゃる より は I 



I」 と 云って、 此頃 しきりに 宮仕え を 勧めて 来る 人が 

あった。 幾らか 縁故 も ある その 宫か らも、 是非 女 を 上 

がらせる ようにと 再三 云 つ てよ こしたり した。 その 宫 

というの は、 今 をと きめいて いる 一 の宫 だった。 が、 

むかしかたぎ 

昔気質 の 父母 は、 何かと 気苦労 の 多い 宮仕え に は 反対 

だった。 女 は 勿論、 父母の 意に 背いて まで、 そんな 宮 

仕えな どに 出たい とも 思わなかった。 しかし、 人々 が 

「此 頃の 若い お 方 は みんな 宮仕えに 出た が つ ており ま 

すよ。 そうすれば 自然に 運が ひらけて 来る 事 も ありま 

すから ね。 ともかくも、 ためしに お出しに なって は I 

I」 などと、 なお も 熱心に 勧めて 来る ので、 とうとう 



父母 も その 女の 行末 を 案じ、 宫 にさし 出す 事に 渋々 納 

得した。 これまで 安らかな 無為の 中にば かり 自分 を 見 

出して いた 女 は、 急に 自分の 前に 何やら 不安 を 感じな 

がら、 それでも 外に 為 様がない ように 人々 の 云う とお 

りに なって いた。 

人出 入の 多い 宮仕え は、 世間 見ず の 女に は 思いの外 

につら い 事ば かりだった。 もとより、 それが 物語に 描 

いて あるよう な もので はない 事 は、 女 も 承知して いた _ 

が、 冬の 夜な ど、 御前の 近くに、 知らない 女房た ちの 

中に 伏しながら、 殆どまん じりと もしな いでいる 事が 

多かった。 そうして 女 は 夜もすがら、 池に 水鳥が 寝 わ 



ずらって 羽搔 いている の を 耳に したりし ていた。 又、 

P まね 

昼間、 自分の 局 に 下がって いる 時には、 ひね もす、 此 

頃 自分の 事 を いかにも 頼りに し 切って いるよう な 老い 

た 父の 姿な ど を 恋しく 思い 浮べて いた。 亡き 姉の 遺児 

たち も、 夜は大 がい 自分の 左右に 寝かす ようにし てい 

たのに、 今 はどうして いる だろうと 気が かリ になって 

ならない 事 もあった。 が、 そんな 人知れ ない 思い さえ、 

傍から 人に、 見られて いるかと 思う と、 どうも 気づ ま 

できに く 

リで 思うよう に は 出来 悪 か つ た。 

ときおり 女が 三 条の屋 形に 下がって 往 くと、 父母 は 

すび つ 

炭櫃に 火な ど 起して、 女 を 待ち受け ていた。 「おまえ 



女 はそう いう どうに も 為 様の ないような 詮ら めに 落ち 

着こうと している 自分が、 却って 昔の 自分よりも ふが 

いなく 思えて ならなかった。 

その後 も宫 から は、 絶えず 女 をお 召しに なって いた _ 

亡くなられ たお 方の 小さい 御子 達の 相手に 女の 姪た ち 

を 連れて来て 貰いたい と 云う のだった。 女 はもう 自分 

だけなら、 このまま 静かに 老いる の も 好い と 考えて い 

た。 それ 程 女 は 身 も 心 も 疲れ切つ ていた。 しかし、 

漸くお となび て 来た 姪た ちの 事 を 考える と、 此子達 

だけ は 自分の ように させた くないと、 折角の 宫 からの 

お 召 を 拒み かねて、 二人に 附 添って はおりお り 又 出仕 



をす るよう になった。 が、 こん 度 は 女は宫 でも まるつ 

きり 新参と いうので もな く、 そうかと 云 つ て 又 古参と 

いう 程で もない ので、 只なん という 事な しに 女房た ち 

ま ほうばい 

の 中に 雑じって、 もとの 朋輩た ちと 気 やすく 語らって 

さえ いれば 好かった。 もう 別に 宮仕え だけで 身 を 立て 

ような どと もして いないので、 外の 女房た ちが 自分よ 

おぼしめ うらや 

り も 上の 思 召しが 好かろうと 羨 ましい とも 思わな 

かった。 そうして、 古参の 女房から いろんな 昔の 知り 

びとの 噂な ど を 聞いて は、 それ を 淡々 と 聞き 過して い 

た。 一 方、 こうして 此頃 のように 自分が それに 即 かず 

ま. S 

離れず の 気 もちで いられる ようにな つてから、 漸く 宫 
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